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自己紹介
株式会社テップル

リフォーム・原状回復

設備のメンテナンス

特殊清掃

遺品整理

火災保険代理店
住宅確保要配慮者居住支援事業

etc…
住宅新聞

2019年11月19日号掲載



できることはないか？

居住支援事業
窓口の開設

https://tepple.info/wp/

201８年1０月登録

なぜ 居住支援 を始めたか

高齢化社会 人口減少

原状回復リフォームを通じて、沢山のオーナー様や管理会社・不動産業者と出会い
今度の不安点を考えると・・・

人口減少による入居率の低下！！

https://tepple.info/wp/


住宅セーフティーネット制度とは
セーフティネット住宅の誕生は戦後復興期にさかのぼり、当時に創設された低所
得者向けの公営住宅制度が基本となっています。

対象は低所得者のみならず、高齢者、障害者、子育て世帯、外国人、災害被災者

などを「住宅確保要配慮者」とし、安全かつ良質な住まいとして登録された住宅
を提供する。

３２件を登録！！３２件を登録！！



実例紹介①

2019年 9月 17日
・62歳女性 ・練馬区在住・月収12万円

• 家賃 50,000円～ 70,000円

• 練馬区 2DK１階

• 60代夫(障害年金) 30代長男(日

雇い) 3人暮らし

Aさん



実例紹介②

2019年 11月 13日

・86歳女性 ・板橋区在住・年収205万円

•

• 家賃 60,000円 なるべく安く

• 大山地域 1R 1K 6畳

• 身体障害3級

• 家賃込み14万円で生活

Bさん



読売新聞 （2019年９月２５日号掲載）



テップルの考える居住支援

入居希望者とのヒ
アリング

ライフケア

家庭環境

身体状況

介護など

障害者

ケアマネとの連携

見守りサービス

入居希望者の将来まで視野に入れた支援を

支援の一例

※さまざまな状況に応じ、出来る限りの対応を行います。



居住支援協議会の立ち上げ

協議会のある区の中では

設立が新しい

居住支援事業者の必要性 練馬区

江東区 豊島区 板橋区 千代田区 杉並区 世田谷区 文京区

江戸川区

～2018年 2020年2019年

北区

練馬区

大田区

現
在

4月 新宿区
etc…



居住支援事業者の必要性 練馬区
居住支援希望者 延２２０人

延２２０
人

相
談

紹介 成約 ５
人

成約率

２．
５％

練馬区 協議会



居住支援事業者の必要性 練馬区
問題点
個人の希望に見合った物件提供が難しい

今後相談者が増え、手が回らなくなる

居住支援事業者の役割



テップルの考える居住支援
居住支援

国の取組み

・セーフティ
ネット

物件提供
・物件オーナー
・不動産業者

※皆様の協力が不可欠

居住支援事業者
・居住支援協議会

・テップル
・相談窓口
・連帯保証人代行
・緊急連絡先受付
・見守り
etc…



テップルができる居住支援
 住居探し

 ライフケア補助

 連帯保証人代行

 見守りサービス

 緊急連絡先受付

 不用品整理
（遺品整理・生前整理）

 家具レンタル

 リフォーム

 日常のお悩み相談
（弁護士・税理士・公認心理士）

 相互支援サービス

 お引越し

 終活相談

etc…

全て引き受けます！！



居住支援事業者
練馬区の居住支援事業者
居住支援事業者「テップル」

成約率２０２０年
お申込者数 ７２件/１３件 成約 １８％

紹介できる物件が少ない…
ご協力をお願い致します。



ご清聴ありがとうございました

練馬区の居住支援業者として邁進して参ります。

ご協力よろしくお願い申し上げます。


